
介護老人保健施設 わかば 様

Case.介護・福祉業

RICOH スクラムパッケージ

お客様活用事例 VOl.9

お客様それぞれの
サクセスを目指して

みまもりカメラとベッドセンサーで安全の確保と職員の負担軽減を実現

背 景 解 決

コールの優先順位がつけやすくなった

動きの経緯や状況を見て確認
ができるようになった

観察がしやすくなり
自立支援に役立った
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転倒によるケガのリスクを減らしたかった

コールが重なると対応が大変だった

自立に必要な動作のリスクと
介助のバランスが難しかった
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わかば様は、小田原市で1998年に開設された介護老
人保健施設で、病院退院後のリハビリが必要な高齢者
が多く入所されている施設です。同施設では入所者の
安全確保と職員の負担軽減のために、『RICOH 入所者
みまもり業務支援パック』を導入しています。RICOH 
入所者みまもり業務支援パックは、高精度なベッドセ
ンサーとカメラを連携させて入所者の安全を守り、介
護業務の負担を軽減する統合みまもりシステムです。

医療法人尽誠会 山近記念総合病院
介護老人保健施設 わかば 様
■設立：1998年9月
■施設：介護老人保健施設わかば
■所在地：神奈川県小田原市八幡3-6-22
■職員数：60名
■床数：90床
■URL：https://www.yamachika-hp.jp/
■ご活用ソリューション：RICOH 入所者みまもり業務支援パック
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　わかば様は、1998年より神奈川県小田原
市で運営されている介護老人保健施設です。
同施設では、入所者の安全と介護職員の業務
負荷の軽減のために、RICOH 入所者みまもり
業務支援パックを導入しています。
　同施設の介護部 介護副部長の榎本孝志様
は、施設でのケアのポイントについて、「利用者
に合った適切なケアをするのが大切です。自立
支援が目的なので、ご自身ができることはなる
べく任せたいのですが、ご本人が思うほどに
体の機能が追いつかず、以前はできていたこと
が難しくなっている利用者も多いです。安全面
を考えても、失敗や転倒によるケガのリスクが
あるので注意が必要です」と話し、利用者それ
ぞれの自立度に対して見極めが必要なことと、
その難しさを挙げています。

それぞれの自立度に合った
自立支援が求められる

Case. 介護・福祉業

　介護職員の水野沙南様は、「日中は職員の
数も多いため、何かあってもすぐに対応でき
ますが、夜間帯では対応が重なれば対応する
のに大変な場合も出てきます。以前は鳴るだ
けのセンサーだったので、もし転んでいたらど
うしよう、と不安な気持ちになることもありま
した。今はセンサーが鳴ってモニターを見れ
ば、安全かどうかを確認できるので、すごいな
と思います。日中でもモニターで大丈夫かどう
かを確認できるようになり楽になりました」
と、鳴るだけのセンサーとモニターで状況確
認ができることの大きな差を実感しています。
　水野様は、「ふだんは自分で歩いてトイレに
行けても時々失敗してしまうような方は、モニ
ターを見て確認ができます。カメラの映りもい
いですし、ご本人が何をしようとしているのかを
細かく観察できるので、１人でできそうであれ
ばモニターで見守り、もし危なそうであれば
駆けつけます。今後は、ベッドから車椅子に
移すことが大変な方の体重測定にも使えれ
ばよいと思います」と、体重を精密に測定でき
るセンサーの応用を考えています。

モニターを確認して
最適な対応を行う

　榎本様は「導入以前は、複数のコールが重
なってしまうと、優先順位をつけながら安全に
それぞれの利用者に対応するのが大変でし
た」と振り返ります。また、介護業務の負担軽
減以外のメリットとして、「職員からあまり介助
されたくないものの、ふらつきがあり心配な方
もいます。特に入所して施設に慣れない段階
では、夜間帯のトイレやきちんとベッドに戻っ
て寝られるかをモニターで確認できました。こ
うして職員の介入を減らし、ご本人も落ち着い
て生活できるようになりました」と、利用者の
精神面・心理面の負担軽減にも役立てていま
す。RICOH 入所者みまもり業務支援パック
は、自立と介助のバランスをとるツールとして
も有効に利用されています。

自立と介助のバランスを
とるために役立てる

このカタログの記載内容は、2023年5月現在のものです。

※本事例カタログ内の説明画面と実際の画面の色とは、印刷の関係で多少異なる場合があります。　※ 詳しい商品・サービス等の内容については、販売担当者にご確認ください。
※本事例カタログに記載の会社名および製品名・ロゴマークはそれぞれ各社の商号、商標または登録商標です。

みまもりベッドセンサー＆みまもりカメラで
「できること」を増やす 老人健康保健施設 わかば 様

　RICOH 入所者みまもり業務支援パックを
紹介された際の感想について、榎本様は、「便
利そうな印象がありました。利用者の動きが
難しい部分をタイミングよく察知してケアで
きれば、もっと安全に『できること』が広がる
のではないかと思いました」と話します。シス
テム導入後の利用について伺うと、「施設に
来て新しい環境に慣れていない方や認知症
の方に利用しています。センサーが鳴り、モニ
ターを見ればどのような経緯で移動しようと
するのかがわかり便利です。たとえばセン
サーが鳴ったタイミングでケアを繰り返して、
本人が１人でできるようになれば、そろそろ1
人でも大丈夫かな、とモニターの画面で確認
できるようになります。できることが増えるの
はよいと思います」と説明し、介護老人保健
施設ならではの自立に向けたサポートに利用
するメリットを強調します。

自立度に合わせた
効果的な介助を行う
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ベッドの脚部に設置したベッドセンサーが、入所者の動きを検知しアラームでお知らせ。
サービスステーションでみまもりカメラの映像を確認しながら、必要に応じた対応を行う。

〈RICOH 入所者みまもり業務支援パック〉
入所者の活動状況のモニタリングで、より最適な自立支援へ

居室 サービスステーション

状態情報を
アラームで
お知らせ

離床/入床/安静/
活動あり/不在などベッドセンサー

カメラ


